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要旨 

2009年７月から８月の間で、川崎駅周辺の街区レベルでの気象観測を行い、高層商業街区、中層商業街区及び低

層住宅街区として分類した街区の特徴を考察した。高層商業街区では、日中、夜間とも、ビル風によって風速が強

く、気温が高くなりにくいと考えられた。低層住宅街区では、建物の高さが低いため天空率が高く、日中は日射に

より気温が高くなるが、夜間は放射冷却により気温が最も低くなると考えられた。中層商業街区では、天空率が低

く、平均風速も弱いため、日中、夜間とも気温が最も高くなると考えられた。 
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１ はじめに 

環境省は、日本の代表的な大都市の平均気温が２から

３℃上昇しており、地球の温暖化の傾向（0.6℃上昇）に

比べて、ヒートアイランド現象の進行傾向が顕著である

ことを報告している 1)。この要因は、アスファルトや植

生などの地表の被覆状況、工場などの人工排熱、都市の

土地利用形態などにより決まることが知られている 1)。

当研究所では、小学校の百葉箱などを利用して、地域の

代表として捉えた地点の気温観測を行っているが、より

狭い空間スケールにおける気温変動は地域代表地点とは

異なることが想像される。本研究では、市民が生活する

実空間における熱環境を把握するために、都市化が進む

川崎駅周辺の街区での気象観測を行った。 

 

２ 方法 

2.1 観測地点 

本研究では、市で管理している歩道上の街灯や民地の

街灯など26地点に気温計などの機器を設置し、観測を行

った（図１）。観測地点は、空間的な建物の立地等を考慮

して、図１に示すように、低層住宅街区（低層の住宅が

密集）、高層商業街区（高層のオフィスビル、マンション、

ショッピングセンターが立地）、並びに、中層商業街区（中

層の商業店舗が密集）として分類した。 

 

2.2 観測方法 

図２のように街灯等に観測機器を設置し、気温、風向、

風速のデータを収集した。測定間隔は1時間として、平

成21年７月18日から平成21年８月30日までの連続測

定を行った。気温は正時ごとに記録した。風向は正時前

10 分間の最多風向を記録し、風速は正時前 10 分間の平

均を記録した（0.2m/s以下は静穏（calm））。観測高さは、

地上３m とした。また、各地点で魚眼レンズにより上空

を撮影し、全視野面積に対する空の面積から天空率を測

定した。 

 

３ 結果及び考察 

3.1 時刻毎の平均気温 

図３に各地点における時刻毎の平均気温を、街区で分

類して示した。各街区の特徴として、①中層商業街区で

は日中、夜間とも気温が高く、②低層住宅街区では日中

に気温が高くなるが、夜間の気温は最も低く、③高層商

 
図１ 観測地点 

 

 
図２ 観測機器設置図 
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業街区では日中の気温は最も低く、夜間も中層商業街区

よりも低い傾向が明確にみられた。 

 

3.2 15時及び５時の平均気温及び平均風速の分布 

面的な状況として、最も気温が低くなりやすい５時と

最も気温が高くなりやすい 15 時の平均気温及び平均風

速の分布図を図４に示した。 

図４(a)より、15 時の平均気温では、28.8～31℃の範

囲であり、中層商業街区＞低層住宅街区＞高層商業街区

の傾向がみられた。図４(b)をみると、平均気温が低い高

層商業街区では平均風速が強く、ビル風が生じていると

考えられた。逆に、中層商業街区及び低層住宅街区では、

24

25

26

27

28

29

30

31

32

1:
0
0

2:
0
0

3:
0
0

4:
0
0

5:
0
0

6:
0
0

7:
0
0

8:
0
0

9:
0
0

1
0:
0
0

1
1:
0
0

1
2:
0
0

1
3:
0
0

1
4:
0
0

1
5:
0
0

1
6:
0
0

1
7:
0
0

1
8:
0
0

1
9:
0
0

2
0:
0
0

2
1:
0
0

2
2:
0
0

2
3:
0
0

2
4:
0
0

各
地

点
に
お
け
る
時
刻
毎
の
平
均

気
温
（℃

）

　　　　低層住宅街区
　　　　高層商業街区
　　　　中層商業街区

 
図３ 各地点における時刻毎の平均気温 
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(a) 15時の平均気温（0.2℃毎）        (b) 15時の平均風速（0.25m/s毎） 
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(c) 5時の平均気温（0.1℃毎）         (d) 5時の平均風速（0.25m/s毎） 

図４ 15時及び5時の平均気温及び平均風速分布図（空間補正はKriging法） 
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平均風速が弱く、気温が高くなる要因と考えられた。 

図４(c)より、５時の平均気温は、24.6～25.5℃の範

囲であり、中層商業街区＞高層商業街区＞低層住宅街区

の傾向がみられた。図４(d)より、５時の風速分布は定性

的に15時と同様であり、高層商業街区の平均風速は他の

街区よりも強い傾向がみられた。低層住宅街区は、中層

商業街区と同様に平均風速が弱いが、平均気温は低層住

宅街区が最も低い結果であった。 

ここで、図５に各地点における天空率の結果を示した。

天空率の高い（空が見える面積が広い）地域は、低層住

宅地域であり、中層商業街区及び高層商業街区では低い

傾向であった。低層街区では、日中は日陰がつくられに

くく、日射によって地表付近が暖まりやすいため、気温

が上昇するが、夜間は風速も弱く、放射冷却によって地

表付近の気温が低下しやすいと考えられた3), 4)。 

 

４ まとめ 

本研究では、川崎駅周辺において気象観測を行い、街

区の特徴を考察した。その結果、以下のことが示唆され

た。 

（1）高層商業街区では、日中、夜間とも、ビル風によっ

て風速が強く、気温が高くなりにくいと考えられた。 

（2）低層住宅街区では、建物の高さが低いため、天空率

が高く、日中は気温が高くなるが、夜間は放射冷却に

より気温が最も低くなると考えられた。 

（3）中層商業街区では、天空率が低く、平均風速も弱い

ため、日中、夜間とも気温が最も高くなると考えられ

た。 

本研究の結果では、川崎駅周辺の数 100m の範囲でも

街区の違いにより、日中の気温差が最大で２℃程度ある

ことが分かった。昨今、多くの熱中症被害が報告されて

おり、多くの市民が利用する場所の熱環境の改善に向け

て、ヒートアイランド適応策を考えていく必要があると

思われる。 
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図５ 天空率の状況（空間補正はKriging法） 


